
1．子どもは楽しく学校に通えている。 

2．子どもには，担任の話や連絡が伝わっていると思う。 

3．校舎・校内・教室は整理整頓されている。 

4．「学校だより」・「学年だより」・「ホームページ」等で

学校の様子がよくわかる。 

5．子どもは授業がわかるといっている。 

6．授業は整然と進められ、子どもは集中していると  

思う。 

7．子どもは学校の先生と気軽に相談ができる。 

8．掲示物や展示物などがわかりやすく配置されている。 

9．子どもには、基礎・基本的な学力がついてきている

と思う。 

10．子どもは安全に学校生活を送れている。     

（登下校を含む） 

        令和 3年 9月 30 日（木） 

令和３年度 前期 学校評価〈報告〉 

京都市立修学院中学校 

 7月及び 8月上旬に実施しました学校評価アンケート（生徒・保護者）の結果についてお知らせいたします。 

○生徒○                         ○保護者○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※帯グラフは上から質問項目順に並んでいます。 

1．楽しく学校に通えている。 

2．学校だより・学年だよりはよかった。 

3．忘れ物はしない。 

4．掃除はきちんとしている。 

5．先生に気軽に相談できる。 

6．先生の話（授業・学活など）はよくわかる。 

7．授業中の私語（授業に関係のないおしゃべり）は  
ない。 

8．授業の態度はよい。 

9．授業に集中できている。 

10．授業はよくわかる。 

11．毎日の授業で学力はついてきた。 

12．今年の 4月からいじめやいやがらせを受けていない。 



１．生徒指導について 

 

 「一人一人が輝き、次代と自らの未来を創造する生徒」をめざす生徒像とし、教職員が一丸となり取り組みを

進めております。特にいじめ問題はその根絶に向けていじめ対策委員会をはじめとして、組織として対応してお

ります。また、未然防止のための集団作りはもちろんのこと、生徒会活動でも生徒が互いを尊重できる取組を設

定し、生徒自らが振り返りをしながら日々の学校生活が充実したものとなるよう取り組んでおあります。 

 喫緊の課題はＳＮＳの取り扱いです。多くの生徒がＳＮＳ、及びインターネットに触れられる環境にありなが

ら、その扱いはまだまだ未熟さが垣間見えます。本来、ＳＮＳ・インターネットは人間の生活をより便利にする

道具です。今後の情報化社会で生活と切り離せないものであることを念頭に置き、今後も指導して参りたいと思

います。その際は校内だけで完結する問題ではないため、家庭・地域との連携が不可欠かと思います。今後とも

ご理解、ご協力の程宜しくお願い致します。 

 

 

２．学習指導について 

 

 昨年度に引き続き、コロナ禍の中、授業内で換気が必要であったり、夏ごろには暑い中、マスクを着用しての

授業となりましたが、制限内の活動の中で活発な意見交換や、デジタルツールを利用しての授業の取り組みなど、

新たな発見と、今後に向けての道筋を見いだせた前半期であったのではないかと思います。 

 生徒たちもタブレット端末の利用にも少しずつ慣れてきて、始業前に準備し、ログイン・シャットダウンとい

った動作にも徐々に慣れてきました。 

家庭からの接続も試験的に実施しましたが、保護者の方の協力の中、家庭でオンライン接続が可能となりまし

た。 

今後の課題としては、これから更に加速していくであろう、デジタルツールの利用について、教職員、生徒と

もにさらに理解を深め、積極的に活用していくことが挙げられます。不慣れなデジタルツールを活用することで、

学習効果が下がってしまう事は本末転倒であり、学習の効率化、および個別最適な深い学びになるよう、今後も

教材研究や授業改善に努めていく所存です。 

後半期も、修学院中学校の学習指導にご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

令和３年度 前期学校評価のアンケート結果に寄せて 

令和３年９月 30日    

 学校運営協議会評価部会 

                                     部会長  小 池  寛 

  

令和３年度に修学院中学校に入学されました１年生の保護者のみなさま。中学校に入学された当初から全

国的に感染が拡大するコロナ禍で、大変な不安を感じる日々を送られているのではないかと思います。 

全市的な取り組みである学校運営協議会は「地域の子どもは地域で育てるため、大人に何ができるか？」

という協議会の設立理念のもと、毎年度 2回のアンケートを評価部会で実施し、生徒と先生を応援するため

に保護者・地域の方々・有識者が、学校の運営や教育環境について、校長・教頭・教務の先生方と意見を交

換しています。 

さて、先に実施しました前期学校評価アンケートには、先生方の熱心な教科指導や部活指導、そして、丁

寧な感染防止策に対して数多くの謝辞が寄せられています。評価部会では、生徒がよりよい学校生活が送れ

るよう以下の項目について提言します。 

  

１ 各学年の生徒から「授業中の私語がうるさくて授業に集中できない。」との回答が複数寄せられていま

す。また、特定の授業について「わかりにくい」との生徒の感想が保護者を通しても寄せられています。

今までの全校的な取り組みを見つめ直し、更なる改善や工夫をお願いします。 

２ コロナ感染防止のため、校内での基本的な感染防止対策の励行をお願いします。 

３ 生徒のワクチン接種について、保護者から必要とする意見や不安視する意見が寄せられています。京都

市における中高生のワクチン接種についての通知などを生徒や保護者にいち早く共有していただくよ

うにお願いします。  

 

※ 評価部会は、今後とも学校をサポートするために活動してまいります。 

 


